
「MICEと市内企業の効果的な連携のための企業調査業務」 

公募型プロポーザル 特定結果 

 

MICEと市内企業の効果的な連携のための企業調査業務について、公募型プロポーザル方式

で、受託候補者を特定しました。 

 

１ 件名 

MICEと市内企業の効果的な連携のための企業調査業務 

 

２ 主な委託内容 

（１） MICEと連携可能な企業の抽出 

（２） 抽出した企業の調査 

 

３ 受託候補者 

株式会社帝国データバンク 横浜支店 

〒231-0007 神奈川県横浜市中区弁天通４-51  

 

４ 評価結果 

事業者名 総合点 順位 

株式会社帝国データバンク 横浜支店 427 1 

株式会社東京商工リサーチ 横浜支店 397 2 

THE J TEAM 株式会社 176 3 

 

５ 評価基準・評価委員会開催概要 

○評価基準 

 別紙参照 

○委員会開催日時及び開催場所 

 令和３年 12月９日(木) ９時 30分から 12時 00分 

 産業貿易センター 会議室 302 

   

 

 



１　評価方法

(1)出席した評価委員（以下「評価委員」という）は、各評価項目について、配点により評価を行う。

(2)提案書に評価項目に該当する記載がない場合は０点とする。

業務説明資料での記載箇所 評価の視点 配点

1 基本方針

本事業の理解度 3, 4 本業務の目的を理解し、それを達成するための企画が示されているか 10

2 10

抽出手法の妥当性 5(1)

調査対象企業を効果的かつ信頼性を持って抽出ができるか。

<例＞自社で企業データベースを保有・更新・保守しており、年に１回は全ての企業がメンテナンスされている

＜例＞中央省庁などの主要官公庁における各種マスタ情報として当該データベースが採用されている

25

抽出企業数の目標数値の高

さ、実現性
5(2) 指定の条件をもって抽出する企業数が、費用対効果が期待できる目標数値となっているか、達成するための具体的な施策、計画が妥当か 10

3 35

調査手法の妥当性 ５（２） 20件にわたる幅広い項目について、各企業から高い回答率で、質の高い情報（精度・信憑性・量）の取得が期待できるか。 30

4 事業実施体制 30

実施体制・スケジュール 8 業務を確実に実施するための体制と具体的なスケジュールとなっているか 10

5  類似業務実績 10

類似業務実績の数量及び規

模

提案書作成要領

5
業務に関する知見、ノウハウを有しているか、直近３年以内に、具体的な効果・成果をあげた実績を有しているか 15

15

6 追加提案

その他、有益と思われる調

査項目の提案
5(5) 効果が期待できる、現実的な提案があるか 5

5

 調査業務②企業情報の調査

調査業務①調査対象企業の抽出

(4)合格ラインを平均点で60点/100点と想定（プロポーザル参加が1社の場合の合格点） ＜すべて「普通」の場合65点＞

【採点表】　MICEと市内企業の効果的な連携のための企業調査業務委託　委託業者選定に係わる提案書評価基準及び配点

(3)１項目でも０点と採点された評価項目がある場合にはそのプロポーザルは特定されない。

評価項目


